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漁業者の手による緑化活動
海で仕事をする漁業者は、海が豊かになり漁獲物が増えるほどに、収入を得ることが出来ます。しかし、いくら海を豊かにしようとしても、そこに流れ込む河川に山から供給される栄養が少なければ、海はどんどん疲弊していきます。この山からの栄養とは、木からの落ち葉が重要な供給源となっています。
[image: image1]　これを踏まえて近年漁業者は、自ら山に入り木を植え山を豊かにすることで海も豊かにしようと、日本各地で山に木を植える活動を盛んに行っています。今回は、植樹とは少々異なりますが、三木浦の漁業者が地域への貢献活動として、三木浦マリンパークにおいて緑化活動を行いました。その模様について報告いたします。
作業開始
ツルハシで斜面を掘り、サザンカを植える穴を作ります。
今回は、約60本の苗を植えるため、不安定な斜面に３段に渡り穴を掘りました。
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苗木を植える
掘った穴に腐葉土を敷き詰め、苗木を丁寧に埋めていきます。今年の晩秋にはきれいな花が斜面一面に咲くといいですね
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害獣防御柵の作成
　せっかく植えたサザンカの芽をシカ等に食べられないように、緑化した所をフェンスで囲っていきます。
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杭を立てて終了
　今回の苗木は、緑の募金交付事業により購入したもので、それを示す記念杭を打ち込み、３時間ほどかけて今回の緑化活動は終了いたしました。
　漁業者の皆様、お疲れ様でした。
